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推進軸加速度計および計測結果
吉　山 巖・中村円生

　まえがき
　ロケットの飛しょうに際して計測さItる加速度，減速

度は推力，空気抵抗等の資料を提供してくれる．ロケッ

トの飛しょう特にテス1・フライトにおいて加速度計は欠

くことのできない搭載計測器である．ロクーン用ロケッ

トシグマ3型eems載された加速度計はすでにシグマ2型

1号機（昭和33年6月）カッパ122Tエ～4号機（昭和

32年12月～昭和33年3月）およびパイT1，2号機

（昭和33年2月）に使用されたものと原理・構造は同

．じである．

　構造および性能1）・2＞Is）

　（1）構造加速度（X∂および減速度（X2）計測部を推

進軸に直角な平面上に併配したもので第1図に外観図，

第2図に構造図を示す，

　（2）主要性能　加速

度計の性能を第1表に示

す・第3図に加速度（X・）

計測部と減速度（X2）計

測部を1チャンネルにし

た電気回路を示す．

　計測結果

　（1）　シ

グマ3型1

号機

　1）補助

気球切離し

による減速

度

放球後36．3

秒で一lg
の大きさの

減速度を計

測した．

　2）　ロケ

ット点火後

の加速度お

第　1　図
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　　　　　　第　2　図

L上扱　2．下板　3．ガイド板　4．可変抵抗器取付

板　5．スイ・yチ取付板　6．板バネ　7．マス　8．支

柱（A）9．支柱（B）IO．電池ケース11．真空管

12．可変抵抗器　13．ロータリスイ．ンチ　14．ラグ板
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第　3　図
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よび減速度

　点火により計測された加速度および減速度を第4図に

示す．着水前は減速度一3gが計測された．
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第　4　図

（2）シグマ3型2号機

1）　補助気球切離しによる減速度

　　．四
tl5e［）

　放球後34秒で一〇．8gの大きさの減速度を計測した・

　2）　ロケット点火後の加速度および減速度

　点火により加速度，減速度は記録されたがノイズの混

入が多く大きさは不明である．

　第5図に加速度計を搭載したシグマ3型1，2号機お

よび搭載位置の概略図を示す．　　　　（1960・　1・　19）
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ロケット

掘　　種

測目計項

シグマ3型
1号　　機

2号　　機

1・測副出概

・・1・一＋・。・1。・・5V！・

x・　i。一一4・・9　1・v！・

・・1。一＋・。・5gl・…Vノ・

x・1・一一…g巨v！・

1・歩きさ1・量

M－V型

M－V型

　　mml10φxge 1．lkg

　　mM110φXgO　1・lkg

シクマ3型Z号禰

　　第　5　図
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